
　　　　

2025 年 3 月 1 日

（平日）
（土曜日）
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 児童発達支援事業　プレイルームにれのかい 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
・障害問わず、年齢問わず療育を提供し、生涯発達保障にむけて支援する。
・どんなに障害が重くても、地域生活をその人らしく豊かに送ることができるよう支援する。

支援方針
・発達段階に沿ってお子さんが伸びやかに成長していけるよう、支援していきます。
・お子さんが周囲の人々と関わりながら、その子らしく社会の中で育っていくことができるように支援していきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・お子さん自身が健康で安全な生活を作り出せるよう、日々の健康状態や生活リズムなどの支援をしていきます。
・身の回りの管理、衣類の着脱、排泄等の生活に必要な基本的動作を獲得できるよう支援していきます。

・全身を動かすような体操やリズム遊び（粗大運動）、操作性のある玩具や手先を使った制作遊びなどの細かく複雑な運動（微細運動）を通して、運動・感覚の発達を促す支援を
  行います。

・「話を聞く・順番を待つ・物の貸し借り」などや、日常生活におけるさまざまな場面において適切な行動を図れるようにサポートをしていきます。
・「やってみたらできちゃった」「楽しかった」経験を重ねることで、お子さん自身が自分の考えや行動、存在について肯定感を持てるよう支援していきます。

・お子さんの発達状況や興味･関心に沿った遊び、また言語的･非言語的コミュニケーションを通じて、それぞれの発達段階に合わせてアプローチしていきます。
・要求したいこと・言いたいことを伝える、相手の意図を理解する等、対人でのやり取りを促すサポートをしていきます。

・人と関わり合う心地よさを積み重ねていく中で、周囲の人々と関わり合う意欲ややりとりの力を伸ばしていくことをサポートしていきます。
・社会の中で育っていくために、社会の中で求められるスキルを身につける援助を行います。

主な行事等 ・季節のイベント（グループ活動の一環で行います）

家族支援

・保護者の思いを受け止めると共に、具体的な様子を共有しながらお子さんの
  言動の意味を考え合い、日常の関わり方を工夫できるよう援助します。
  またその中で保護者がそのお子さんをより理解し、本人らしい育ちを実感で
  きるよう支援していきます。

移行支援
・ライフステージが変わるとき、お子さんご本人が安心して次のステ
  ージに移行できる様、関係機関と連携を図っていきます。

地域支援・地域連携
・お子さんが利用されている幼稚園、保育園と適宜、連携を図ります。
・相談事業所、他事業所と適宜、連携を図ります。

職員の質の向上

・事業所内研修、課内研修の実施
・法人における全体研修(実践発表・コンプライアンス・接遇・ひやりイ
　ンシアクシ報告等）や法定研修(虐待防止及び身体拘束の適正化・感染
　症対対策・BCP他）への参加
・外部研修の参加


